






研究目的 

埼玉県においては神経芽腫マススクリーニングを昭和56年より実施し4例の患者を発見し

た。当スクリーニングの有用性は明らかであるが、再にその精度を向上させることを目的

として当県の検討システムにもとずき精度管理のための基礎的検討を行った。 


